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$
r 

#
26
$
村
上
克
尚
)
動
物
と
フ
ø
シ
ズ
ム―

大
江
健
三
郎
:
奇
妙
な
仕
事
?
論―

@
#
:
動
物 

の
声
/
他
者
の
声 

日
本
戦
後
文
学
の
倫
理
?
新
曜
社 

二
〇
一
七 

一
四
一
頁
$
r 

#
27
$
拙
稿
)
三
島
由
紀
夫 

と
て
つ
も
な
い
¢
変
態
§
@
#
:
¢
変
態
§
二
十
面
相
? 

六

花
出
版 

二
〇
一
六
$
r 

#
28
$
三
島
由
紀
夫
:
鍵
の
か
か
る
部
屋
?
全
集
一
九 

二
三
九―

二
四
〇
頁
$
r 

#
29
$
同
二
二
三
頁
r 

#
30
$
全
集
七 

八
七
頁
r 

#
31
$
こ
の
点
に
つ
い
て
は
す
で
に
:
暁
の
寺
?
を
対
象
と
し
た
検
証
が
進
ん
で
い
る
r
拙

著
六
〇
頁
参
照
r 

#
32
$
梶
尾
文
武
:
否
定
の
文
体 

三
島
由
紀
夫
と
戦
後
批
評
?
#
鼎
書
房 

二
〇
一
五 

二

六
五
頁
$
/
川
上
陽
子
:
三
島
由
紀
夫 

表
面
の
思
想
?
#
水
声
社 

二
〇
一
二 

一

二
二
頁
$
r 

#
33
$
全
集
一
〇 

二
九
八
頁
r 

#
34
$
村
上
克
尚
)
:
万
延
元
年
の
フ
π
ト
ボ
ù
ル
?―

傍
ら
に
寄
り
添
う
動
物―

@
#
村

上
前
掲
書 

二
八
二
頁
$
r 

#
35
$
三
島
由
紀
夫
:
鏡
子
の
家
?
#
全
集
七 

五
五
〇
頁
$
r 

#
36
$
野
口
武
彦
:
三
島
由
紀
夫
の
世
界
?
#
講
談
社 

一
九
六
八
$
/
江
藤
淳
)
三
島
由
紀

夫
の
家
@
#
:
江
藤
淳
著
作
集
２
? 

講
談
社 

一
九
六
七
$
r 

#
37
$
柴
田
勝
二
:
三
島
由
紀
夫 

魅
せ
ら
れ
る
精
神
?
#
お
う
ふ
う 

二
〇
〇
一 

一
九

七
頁
$
r 
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#
38
$
全
集
七 

二
三
頁
r 

#
39
$
大
島
渚
に
よ
る
序
文
)
深
尾
道
典
の
世
界
@
#
深
尾
道
典
:
廣
野
の
歌
?
大
光
社 

一

九
七
〇 

五
五
頁
$
r 

#
40
$
全
集
二
〇 

一
一
七―

一
二
一
頁
r 

#
41
$
前
掲
拙
著 

二
三
二―

二
三
三
頁
r 

#
42
$
飼
哲
)
訳
者
あ
と
が
き
@
ジ
œ
π
ク
・
デ
リ
ダ
:
動
物
を
追
う
/
ゆ
え
に
私
は
#
動

物
$
で
あ
る
?
#
筑
摩
書
房 

二
〇
一
四 

三
二
一
頁
$
r 

#
43
$
全
集
一
〇 

二
四
六
頁
r 

#
44
$
全
集
一
〇 

二
四
七
頁
r 

#
45
$
全
集
一
〇 

二
一
八
頁
r 

#
46
$
全
集
七 

二
二
二
頁
r 

#
47
$
全
集
一
〇 

一
三
二
頁
r 

#
48
$
四
方
田
犬
彦
前
掲
書
第
二
章
)
宴
会
と
配
役
@
r 

#
49
$
甲
斐
聖
太
郎
:
美
し
い
星
?
脚
本
家
イ
ン
タ
ビ
Z
ù
#
:
シ
ナ
リ
オ
?
二
〇
一
七
・
六

七
七
頁
$
r
こ
の
資
料
に
つ
い
て
は
有
元
伸
子
よ
り
教
示
を
得
た
r 

#
50
$
全
集
一
四 

七
八
頁
r 

#
51
$
森
孝
雅
)
:
豊
饒
の
海
?
あ
る
い
は
夢
の
折
り
返
し
点
@
#
:
群
像
?
一
九
九
〇
・

六
$
/
小
林
康
夫
)
無
の
透
視
法―

:
豊
饒
の
海
?
論
ノ
オ
ト―
@
#
:
ユ
リ
イ
カ
?

一
九
八
六
・
五
$ 

#
52
$
全
集
一
四 

一
二
九
頁
r 

#
53
$
こ
の
点
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
著
:
三
島
由
紀
夫
論
?
三
九
九―

四
〇
一
頁
r 

#
54
$
拙
著
:
三
島
由
紀
夫
論
? 

#
55
$
真
木
悠
介
:
自
我
の
起
源 

定
本
真
木
悠
介
著
作
集
Ⅲ
?
#
岩
波
書
店 

二
〇
一
二 

一
四
五
頁
$
r
な
お
/
同
書
に
は
:
鍵
の
か
か
る
部
屋
?
の
流
動
体
願
望
と
の
類
比
を

思
わ
せ
る
賢
治
の
)
烈
し
い
分
身
散
体
願
望
@
に
触
れ
た
興
味
深
い
分
析
が
あ
る
r 

#
56
$
大
澤
真
幸
・
見
田
宗
介
:
二
千
年
紀
の
社
会
と
思
想
?
#
太
田
出
版 

二
〇
一
二 

一

六
七
頁
$
r 

#
57
$
こ
の
主
題
を
別
の
形
と
し
て
論
じ
た
も
の
と
し
て
拙
稿
)
)(

コ
ン)

パ
π
シ
ü
ン
@ 

の
表
象
可
能
性
あ
る
い
は
)
来
る
べ
き
未
来
の
病
@
に
罹
患
し
た
)
凡
人
@
た
ち
と 

は
誰
か―

―

現
代
Ｓ
Ｆ
を
題
材
と
し
て
考
え
る
@ 

#
:
層
?
一
〇
号 

ゆ
ま
に
書
房 

二
〇
一
八
・
二
$
r 

  
#
や
な
せ 

よ
し
は
る
/
広
島
大
学
総
合
科
学
部
准
教
授
$ 
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